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ダウン症乳幼児の象徴遊びと初期言語発達の関連について
-3事例の縦断的研究ー
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A Longitudinal study of relationship between symbolic play and early language 
development in infants with Down's Syndrome 
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はじめに
ダウン症児の言語発達はその身体運動面，社会面の発
達Ic::比較して著しく遅れるζとが知られている。しかし，
ダウン症児の乳幼児期の言語発達に関する実証的研究は
まだ少なく ，とくに初語の出現する時期まで遡った初期
言語発達と認知発達の関連や，環境の影響を検討した研
究は少ない。
本研究では，3名のダウン症児を対象1:，初語発話期
を含んだ初期言語発達iζ焦点を当て，1歳後半から2歳
半まで(一語発話期)の言語発達と象徴機能の発達を縦
断的に観察し，その関係について考察した。
言語発達の基礎となる象徴機能の発達を，象徴遊びの
発達段階によ って調べた結果，象徴段階への到達を示す
「みたて遊び」は対象児の2歳半ばにおいても出現して
おらず，象徴遊びは描写的レベルにとどまる ζとがわかっ
た。ただし，との描写的遊びのレベノレは l歳後半にはす
でに「空想、を伴った」描写的遊びの段階まで達しており ，
健常乳児の場合と同様に，初語発話期のダウン症児にお
いて表象が事象と象徴の媒介となって機能していること
が示された。健常児の観察において示された言語発達と
1 ) 事物操作の関係 との比較において，健常乳児の描写レ
ベノレでほぼ同時K見られる「身振りでの命名Jと「指示語
の出現Jがダウン症児ではズレて生じ，身振りの命名は
出現するものの，その時期lζ健常乳児に見られるような
指示語の発達(異なり語の増加)は見られなかった。乙
れらの結果は，ダウン症乳児の言語発達がその認知発達
から期待される段階に比べて低い発達段階を示す，とい
う先行研究の報告と一致するものであった。本論文では
ζれらの縦断的観察結果を示し，ダウ ン症乳児の初期言
語発達と象徴機能の発達の関係について，先行研究の鍵
常乳児の発達と比較しつつ考察する。
問題・ 目的
ダウン症児の言語発達の遅れは多くの研究が指摘して
きた。西村ら 2)の展望「ダウン症児の言語発達防害と
その誘因J1:よれば，ダウン症児の初語の出現は平均30
か月頃，句の出現は5歳乙ろで，認知発達によって期待
される言語発達にくらべて，実際の言語発達はかなり遅れ
るという。 ζのような認知発達と言語発達のアンバラ
ンスKついては，早期療育の現場からの報告も見られ，
Hanson 3)も同様の指摘を行っている。
乙れら幼児期以降の発達研究IL比べて，ダウン症児の
乳児期の初期言語発達K関する実証的研究は少ない。そ
の中で，長崎 4)は夕、ウン症児3名について O歳から 2
1長までの縦断的観察を行い，初期言語発達と認知発達の
関係を検討している。 ζ乙で認知発達は発達検査項目か
ら抽出して作成された検査項目によって測定されている。
その結果，先述の幼児期研究と同様K，認知発達と言語
発達との聞にズレが生じ，ダウン症児の認知発達は言語
発達と同じレベ〉レか，あるいは先行して発達すると報告
している。ただし，3名の発達には個人差があり ，夕、ゥ
ン症児の初期言語発達がその発達遅滞の程度によって個
別に解明されるべき乙とを示唆している。
一方， Martins， Mervis & Mervis 5)はダウン疲
乳児の認知発達をPiaget6)の認知発達段階から測定し，
その発達レベルと言語発達を相互に比較検討した。その
結果，事物の名前を理解したり命名し始める時期の認知
発達は健常乳児とダウン症乳児で一致するが，その後，
両者の発達Kは途L、が見られ，ダウン症乳児の場合には
認知発達Iζ比べて言語発達が大きく遅れ，語~の発達も
彼らの認知発遠から期待されるより低レベノレて、ある乙と
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を見出している。乙れらの観察結果と先述の幼児期の研
強吉巣は，ダウン症乳幼児の言語発達が認知発達より遅れ
るという一致した見解を支持している。
さて，乳児の言語発達の基礎となる象徴機能の発達を
「象徴遊び」の発達段階から推定する手法はすでに健常
児を対象として先行研究が行なわれてきた。 7)日) ζ乙
では象徴遊びの発注は，実物そのものの操作から始まっ
て，次第f[.その表象が形成されるととにより，現実の場
面Jζ縛られない表象による思考が可能な段階lζ入ってい
く，とされている。 Piaget6)は意味するもの(能記)
と意味されるもの(所記)の分化が，象徴機能すなわち
記号的機能の基礎となる乙とを提唱した。
一方，彼とならんで象徴機能の発達の基礎的理論を提
唱したWerner& Kaplan 9)は，どっ乙遊びを通して
行われるシンボノレ的遊び、の中lζ，子どもの最も初期の象
徴的機能の現れとしての「自然シンボル」の出現を提唱
した。それは，初めは即物的な遊びであったものが，対
象の現実性の減少，シンボノレ体の「脱自然化Jの過程を
経て.2歳頃には乙のシンボル体と指示対象との距離化
が起こり象徴機能の獲得が達成される，というものであ
る。とくに.Wernerらの場合には，象徴機能の発達に
おける子どもの身振りの発達を重視しており，前言語期
の身体活動を含んだ象徴機能の発達理論は，活動性や即
物性を中心K生活している乳児期の発達を説明する上で
より妥当なものと考えられる。
このような象徴機能そのものと言語発達の両方を縦断
的lζ観察し，それらの発達的関連を直接に探ろうとする
試みが健常乳児，ダウン症乳児それぞれを対象に始まっ
ている。 1)10) 
小掠 1)は健常乳児の初期言語発達と事物操作の関係
について縦断的研究を行い，それら二つの発達系の聞に
明確な関連を示す幾つかの指標を見出した。彼女の観察
によれは.r一語発話の段階では，初語の出現と機能的
関係つ。け，容れものの関係づけ操作の出現が，指示語の
出現と事物への身振りでの命名行為の出現が，指示代名
詞の出現，諾震の急増と代置の象徴遊びの出現時期が
対応Jしているという。乙れらの分析の結果，彼女は
Nicolich 8)の基本仮説「言語と遊びは，基底にある象
徴機能の発達を反映し平行して発達していく」 ことが
実証されたと結論づけている。
他方，嶋田10)はダウン痕乳児の象徴遊び‘と表出言語
との関連性を検討した。彼女もNicolich8)らの提唱す
る象徴遊びの3つの発達事配一寸見中心化，脱文脈化，統
合化ーー と表出言語の語震数，文節連鎖の水準，自他関
係の語，その他の語の機能との相関を調べ， それらの関
連性を分析した。その結果.r表出言語1[.最も関連性の
ある象徴遊びの変数は統合化Jであり.r異なった行為
の関連した連鎖は，文節の連鎖の発達と一致するか，も
しくは先行するJとしている。また，そのつぎ1[.関連す
るのは脱文脈化であるととを示し，脱文脈化が「象徴性
の距離化であり言語iζ共通するもの」である乙とを指摘
している。
乙のように， 発達論的には，ダウン症児の初期言語発達
と認知発達の聞にも，健常乳児のそれと同様に何らかの
関連は示されてきたが，その発達の1頃序性・内容が健常児
の発達と類似したものか，あるいはダウン症児に特有な
ものであるかについて検討するためには，さらに実証的
な観察および分析が必要である。例えば，嶋田 10)の研
究では，対象児15名の属性が.CA16-48か月.MA12 
-35か月 .DQ44-74と広範囲にわたっており，ζれら
の子どもたちの発達段階を年齢，発達指数において一定
範囲においた上での観察研究を行う乙とが今後の課題と
いえるであろう。乙れに関連して西村ら2)は，ダウン
症児の言語獲得IC関する研究を通覧し，精神年齢や発注
年齢による「言語の獲得水準の解明Jの研究に比べて
「言語獲得のプロセス解明」の研究の少ない現状を指摘
した上で.IDS児(ダウン症児)の語奨の獲得はNR
児(健常児)と同じシークエンスを遅れながらもたどる
が，まったく同じと見なす乙とはできないようである。
乙の背景には.DS児の認知発達の特徴が関連している
ものと考えられるJと指織している。
以上のとおり，ダウン症乳児の初期言語発達をめぐっ
て，その認知発達の特異性を持摘する研究や，言語発達
と認知発達のズレを含んだダウン症乳児特有の発達的関
連などを示唆する報告が散見される。そζで本研究では，
初期言語発達の時期lζ焦点を当てながら，ダウン症乳児
の言語発達と認知発達を縦断的に調べ，それらの発達的
な関係を考察することをB的とした。縦断的な観察研究
の重要性に関しては小椋 1)も指摘しているが，発達的
な関連を調べる目的の場合には，績断的な観察データか
らの考察ではなく，一人の子どもの発達的推移をとらえ
ることが，より本質的な分析データとして妥当なものと
考えられる。したがって，本研究では. 0歳から早期療
育iζ参加したダウン症乳児のうち，月齢がほぼ等しく，
l歳前半iとおいておおよそ同程度の発達指数を示した乳
児3名を対象として観察を実施した。本研究では，ダウ
ン定乳児の象徴機能の発達を「象徴遊び」を通して観察
し，言語の発達については，母親の家庭での観察記録，
および療育の現場での観察記録を用いた。
( 2 ) 
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対象・方法
1 対象
ダウン症乳児の親子教室(本学部児童・家族相談所iと
て開催)に参加したダウン症乳児とその母親3組を対象
とした。対象児の属性は表 1の通りである。なお，対象
児はいずれも O歳から教室に参加しているが，本研究lζ
関する観察の開始月齢はE児， K児， Y児それぞれ22か月，
22か月， 24か月であった。観察は8か月間にわたって行っ
fこ。
親子教室では，赤ちゃん体操，栄養相談，親子参加の
自由保育，親の集団カウンセリング，親の個人カウンセ
リング，乳児の発達診断が行われた。自由保育の時間に
は，乳児の身体運動面の発達を援助するための大型遊具
の導入や， 認知 ・微細運動発達援助のための感覚ー 運動
的遊びの試みがなされた。本研究は親子教室のうち，こ
の自由保育時聞における設定観察場面で行なわれた。
2.観察方法
毎月 l回の教室開催時IC，母親と子どもによる遊び場
面を設定して，次のような方法で観察を行った。
子どもにミニチュア(現物そっくりの複製)の玩具，
例えばケーキ，スプーン，皿，カップ，ポットなどを提
示して， 15分間子どもたちの行動を観察した。子ともが
自発的に反応せず， ミニチュアを使った遊びが展開しな
い場合には.母親が i7ンマどうぞJなどの言葉をそえ
て遊びを促した。次に，場面に人形を提示して，人形へ
の反応や級い方を観察した(人形lζ食べさせるふりをす
るかなどの観察)。食べさせるふりをしない場合には，
母親が演じてみせ，子どもの反応を観察した。 15分後，
ミニチュアのケーキの代わりに三角形の積木を皿にのせ，
スプーンのかわりに鉛筆や丸俸を提示して子どもの反応
を観察した。子どもが自発的反応を示さない場合には，
母親が i7ン7どうぞJといって積木を提示したが，そ
れでも反応しない場合には，母親が積木を食物IC見立て
て，食べるふりをしてみせ，子どもの反応を観察した。
以上のような自由遊び場面 (合計30分間)における子ど
もの行動をVTRK録画して分析した。
使用玩具は，スプーン， ll，ケーキ，ホットケーキ，
目玉焼き，アイスクリーム， ミカン，カ yフ¥ポッ 卜，
コンロ，レンジ，フライパン，茶碗，鍋(以上はミニチュ
ア玩具)，人形，タオノレ，樹木(三角柱)，エンピツ，
丸穆，であった。
結 果
1.象徴遊びの分析
乳児の行動は自発的なものと，母親の直接的な指示 ・
演示に基づくものの2種類K分けられた。以下の分析で
は，乳児の反応のうち，自発的に観察された行動に絞っ
て分析を行う。なお，大人の指示，あるいはその模倣に
よる乳児の反応は，環境の影響という観点から他稿で分
析を行う。
(a)分析方法の検討
高橋1)は「ものの扱い方Jのレベルを9つの項目lζ
分類した。それらは感覚一運動的l・2，平行的， t菌写
的 l・2，象徴的 i・l'・2，その他，である。
感覚ー運動 J• 2は，物IC対しての無差別的あるいは
探索的な扱いのレベノレであり ，この段階では，子ともは
物の機能についてはまだ理解していなし、。平行的級いは，
意味を持って物を結合させるに至る過渡的行動と見なさ
れる。さらに描写的 J• 2になると，物の持つ用途Iζ沿っ
て適切な扱いができるようになる。乙のレベルがさらに
発達して，物の特牲に乙だわらず，ある物を別の違う物
に見立てて遊びに取り入れるようになる。乙のレベノレが
象徴的レベノレといわれるものである。
乙の高橋の分頬を基にしてE児の行動iζ閲して分析し
た結果が表2である。表2の結果から，高橋らの分類法
表 l 対象ダウン痕乳児
① E: 1 • ② K. O. ③ Y. A. 
性 月IJ 女 児 男 児 男 児
生 年 月 日 S. 59. 7. 36生 S. 59. 7. lj生 S. 59. 4. 2生
生下時身長 ・体重 46.5cm， 2650g 47. 1 cm， 2910 g 49.3cm， 27日g
きょうだい 姉 2人 5特 l人 な し
同 居 家 族 母・姉・姉 ・本児 父 ・母・本児 ・弟 父曽組・母母・祖本父母児
大市大以外の 有 有 無療育通所の有無
£仁λヨ {持 症 な し 心房中核欠損症 フアロー四徴症 |
( 3 ) 
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表2 E児についての分析結果
カテゴリ ー l歳10か月-2歳前 2歳すぎ-2歳4か月
感覚ー遂動的 l -コッフ。の底をかんだり ・トントンたたく -スプーンを手のひらにつけて遊ぶ
-机の上のお皿やケーキを床におとす -机の上にコッフ。をたたきつける
-もっていたケーキを放りなげる -タオルを頭にかぶって遊ぶ
-お血やケーキをいじる
感覚一運動的2 -両手Iζコップをもって，打ち合わせる -榛と積木を打ち合わせる
-お皿iζポットをトントンたたきつける -積木をお皿の上で打ちつける
-コップを積木の上でトントンつつく
平 イ丁 的
描写的 -ケーキをかむ -ケーキをかみながら，他をうかがう
-スプーンを口の中へ入れる
描写的 2 -お皿の上にケーキをのせる -ケーキをスプーンでつついて，スプーンを
-コップの中lζスプーンを入れてかき回す 口へつける
-スプーンでケーキをつつく -コップの中ILスプーンを入れたあと，スプー
-ポットからコップlC:注ぐまねをする ンを口へつける
象徴的 -コップで足にお湯をかけるふりをする -積木にかぶりついた後口を「モグモグJと
動かす。
象徴的 -積木やケーキでお皿をふくまねをする -スプーンで積木をつつく
象徴的 2 -榛を積木iζつけたあと，俸をスプーンと し
て食べるふりをする
そ の 他 -ミカンの皮をむくまねをする
-コップを口につけて，頭をうしろへ傾けて
いかにも飲むふりをする
-スプーンを口に近づけてモグモグ動かして
食べるふりをする
iζ関して，以下のような問題点が指摘された。 類するのに適しているが，本研究で対象とする発達段階
a Eの行動にはカテゴリーの中の「平行的」にあては はむしろ描写的段階から象徴的段階への過渡期が中心と
まる行動が見られない。 なる乙とが予想される。したがって，描写的レベルをよ
b 描写的カテゴリーに分類される行動の中でも，例え り細かく分類しうる方法を用いる乙とが分析法として妥
ば，ミニチュアを実際に口の中lζ入れたり，かんだ 当と考えられた。
りする行動と，口元に持っていくだけで口をモグモ ζのような問題，すなわち， i錨写的j級いの中でも
グさせて食べるふりをする行動との聞には 質的な より高度な描写的扱いと考えられる行動をどのようにと
違し、がみられる。前者は行動の生起に実物の支えを らえるか，また， iその他JILしか分類する乙とのでき
必要としているが，後者は空想によって行動が成り ない行動をどのように取り扱うかを解決するため， Rose 
立っている。乙のような質的lζ違う行動が「描写的J nblattJ2)の分類法を検討した。 乙の分類法κよれば，
カテゴリーの中で明確に区別されていない。 描写的扱いの段階がより細かくわかれ，描写的レベル3，
c. iその他JIC:しか分類するととのできない行動(例 4と象徴的レベノレ6との過渡的段階として，空想の支え
えば，人形iζ食べさせるふりをするとか， ミカンの を伴った遊びとしての描写的レベル5が設定されている。
皮をむくまねをするとか，自分の指をスプーンに見 乙の描写的レベル5の行動は，象徴的レベルに移行する
立てて使用するなど)が，象徴遊びを観察する上で ための重要な意味を持つものとみなされており，先に示
は，見逃しではならない重要性を持つ。 したE児その他lζ関する問題を解決しうる分類基準と考
以上のような問題点が，他児の行動についても観察され えられた。段階6は二重の知識とされているが，乙れは
た。高橋らの方法は，象徴レベルの行動をより細かく分 見立て行動が二つの事物lζ関して同時に生起した場合を
( 4 ) 
松島;ダウン症乳幼児の象徴遊びと初期言語発達 -205一
さしている。乙れらの乙とから.Rosenblatt 12)の分頬
方法11:基づいて，対象児3名についての行動分析を行う
ζととした。
(b) 分析結果
3名の象徴的遊びについて，自発行動iζ関する分析結
果をぷ3-511:示した(観察期間を前期と後期に分けて
カテゴリー
記述した)。
感覚・遂動的レベノレは. 3事例とも観察期限]rtを通し
て観察された。その内容は，放り役け'たり.叩きつけた
り，かじったりというものであった。しかし，それらは
断続的，あるいは突発的IC生じるのではなく，母親や他
児を遊び』ζ誘おうとしたり，摘写的活動の後，次の俗世手
???
?
?
， ??? ????????
?
? ?
、???
? ?
??
?
?
?
?
??
?
????
???
2歳すぎ-2歳4か月
感覚一運動的
(憎ーのオモチャ)
-机の上のおliやケーキを床にお
とす
・コップの底をかんだり.トントン
たたく
・もっていたケーキを放り投げる
.お血やケーキをいじる
-スプーンを手のひらにつけて遊ぷ
.机の上にコップをたたきつけながら，
他の様子をうきがう
・タオノレを顔』とかぶって遊びながら，
他の様子をうかがう
2 ?
????? -両手にコッフをもって，打ち合
わせる
・お血の上lζポットをトントンと
たたきつける
-俸と積木を打ち合わせる
-積木をお皿の上で打ちつけたあと，
お皿の上におく
3 
揃写的
(単一のオモチャ)
-ケーキにかみついて，お11にも
どす
・スプーンを口のrl'へ入れる
-ケーキをかみながら，他児の様子を
うかがう
4 f箇ぢ的(結合)
-お皿の上にケーキをのせたあと，
ケーキにかみつく
・ポットを傾けてコッフ lζ注ぐま
ねをする
5 
協写的
(笠智、の支え)
-コyプの中』ζスフーンを入れて.
かき回したあと，スプーンを口
の中へ入れる
・ミカンの皮をむくまねをする
・スフーンを口K近つけて「モグ
モグjさせる
・母親のもっているコ yプのゆへ
スプーンを入れてかき凶す
・コップをilにつけ，頭をうしろ
へ傾けて，飲むふりをする
.コップから足にお湯をかけるふ
りをする
-スプーンを口の中へ入れたあと母貌
Kもスプーンをさし出す
-お血lの上をスフーンでつっていてス
プーンを口へもっていって，食べる
ふりをする
6 二 重の知識 なし なし
( 5 ) 
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カテ ゴリー
感覚一運動的
(単一のオモチャ)
2 
感覚一運動的
(結合)
3 
備写的
(単一のオモチャ)
4 描写的(結合)
5 
描写的
(空想、の支え)
6 二 重の知識
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表4 K児についての遊びの分析
l歳9か月-2歳前
-お皿を口iζつけたり，いじって
遊ぶ
・ケーキをじっと見たあと，床に
おく
・コップの中をのぞきこんだあと，
机iζのせる
・お血を放ったあと，じっと見て，
また手にとって探索する
・スプーンを足につける
-ポァ トの上iζコップをのせて自
分でバチパチする
・フライパンをお皿にたたきつけ
る
-ケーキを口にもっていってかむ
-スプーンをロに入れる
.お茶わんを口につける
-お茶わんにケーキをいれる
-お皿の上のケーキをスプーンで
つついたあと，手でケーキを取
って.かみつく
・空のお皿をスプーンでつつく・
.ポットをコンロの上にのせる
.ケーキをお皿の上にのせたあと，
ケーキをかむ
・スプーンをコップの中lζ入れる
.ケーキをスプーンで必死につっ
こうとする
-コップで飲むふりをして.頭を
うしろへ傾ける
.アイスクリームをnlCつけて口
をモグモグと動かす
・ケーキをスプーンでつついてス
プーンを口に入れる
なし
( 6 ) 
2歳すぎ-2歳5か月
・他児のケーキを取って，観察する
・ミカンを「アンJと発声して，ポイ
と放る
• Moの顔iζお皿をたたきつける
.エンピツで他児の頭をたたく
-両足を机，0)上Kのせたあと，足でひっ
くり返そうとする
-両手でお皿をもって重ねて遊ぶ
-アイスクリームを口につける
-スプーンをコップの中IC入れる
.ケーキをお茶わんの中lζ入れる
.スプーンでお皿の上を乙する
・ポッ トでコ yプK注ぐまねをする
.ケーキやお皿を戸だなにしまう
・レンジの中に目玉焼を入れる
・フライパンの上にふたをのせて自分
でバチパチする
-スプーンをお皿Irつけたあと，スプー
ンを口に入れて，おいしそうに 「モ
グモグJと食べるふりをする
・ポy 卜でコップに注ぐふりをしたあ
と，コップてのむふりをして. rアー
ッ」と発声する
. rし、ただきますJと両手を合わせた
あと，ケーキをスプーンで・食べるふ
りをする
・ポットからコ :J:1'1ζ 「ジャー」といっ
て注くふりをする
なし
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表5 Y児についての遊びの分析
カテコ'リー l歳10か月-2歳前 2歳すぎ-2歳4か月
-戸だなから，おmを無作為le取 -ケーキを手で，ボンボンたたきなが
り出して，床においたり，うち ら母親を見る
つけたりする -スプーンを取って，足につけて遊ぶ
-スプーンを足leつけて遊ぶ -ポy 卜のふたを取ったあと，またも
どす
感覚運動的 -ポットの中をのぞいて見る -ふたを口につけたり机の仁でトン卜
(単一のオモチャ) -ケーキを取って.いじって級終 ンとたたく
する -エンピツを観察する
-食べ物を放り役げたあと，母鋭 -積木を手iζ取って観察する
を見る -人形の足をζわ乙わさわる
-ケーキをかくすようにして，う
しろにおく
2 
感覚ー運動的 -戸fこなから，次々にお血lを出して，
(結 合) 重ねたり打ちつけたりする
3 
摘写的 -スプーンやケーキをロlζ入れて， -エンピツで字をか乙うとする
(単一のオモチャ) かむ -ポットを傾けるまねをする
-スプーンでケーキをつつく -スプーンでケーキをつつく
4 f箇勺的 :(総合〕 -スプーンをレンジの小へ入れる -コップの中にスプーンを入れる
-お皿の上にケーキをのせる
-コップの中へスプーンを入れる
-スプーンでケーキをつついたあと，
5 
術写的 口へつける
(空怨の支え) -バナナを口につけて.iモグモ
グ」させる
6 二 屯の知識 な し むし
的活動lζ移るまでの息抜きのような形で現れる乙とが多 「アンアン」と話すような声を出した。乙の場合.積水
かった。 を包括に見立てていると解釈する乙とがどきた。しかし，
tl'i1手的レベソレの行動は友3-5にある通り，多く凡ら これ以外の見立ての行動は観察されなかった。 Y児は乙
れた。中でも段階5の空想、を伴った行動が多く出現した。 のような動作はまったく示さなかった。
二ifの知識，すた五わち見立て遊びの出現は3'J例とも 2.宮路発達の分析
ほとんと、観祭されなかった。ただし.E児は22か月の時 3'jJ例のO自主から l歳前半にかけての要求伝達行動の
積木を皿に乙すりつけて皿を洗うような動作を示した。 発i主についてはすでに報告した(松島 13))。 ζの段階で
ζの場合，積木を台所用のスポンジと見立てたと解釈す は乳児の要求伝透は主に発声.表情，手の動きなどによっ
るζともできたが，乙の行動はζの時点で l回出現した て護育者に伝達されていた。
のみで，以降は観察されなかった。また.K児は28か月 E児は14か月で偏差しとともに 「アーアーJと発声し，
の時，母親の持っていた布切れをパタパタはらって広 家肢の立ち去った方向や自分の行きたい方向などを伝え
げ，洗濯物を子す動作をしたり，皿や積木を耳Iζ当てて たり，犬や花を見てそれを教えるようになった。初語は.
( 7 ) 
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15か月のとき「マンマ(御飯)J，飼い猫の名前(チーチJ それを自分，大人，人形に向けて行うようになる ζと，
であった。また， 17か月のとき物を落としたりすると l 歳半頃からはモ/の現実性を捨象し，ある事物を他の
「オチタJというようになった。 22か月の観察時には， 事物i乙見立てて用いる象徴的扱し、が可能となる，といえ
コップを母親iζ差し出しながら「ブーブー(お茶)J，ミ る。
ニチュアのケーキを持って「パン」と発語した。乙れ以 (b) ダウン症乳児の象徴的遊びの発達
降，観察期間中には語震の増加は見られなかった。 一方，ダウン症乳児の象徴的遊ひ1まと、のように発達す
K児は指差しがl歳半で出現したが発語はなく，初諮 るのだろうか。ダウン症乳児の象徴機能の発達に関する
は約半年後の観察期間中に出現した。乙の時期の母親の 研究は数少ないが.その中でMcConkey& Martin 14) 
家庭観察の記録によれば，初語は2歳2か月の i7ン7 は，ダウン症乳児の象徴機能の発達をその事物操作およ
(御飯)Jであり，以降2歳4か月K至るまでlζ 「ハッ びふり遊び (pretendplay)の発達から調べている。そ
パ(薬)iオンモ(外出)Jiテッテ(手)Jが出現した。 の結果彼らは，ダウン症乳児のふり遊びの発達の)1国序性
Y児は21か月で指差しが出現し， iアッアッJといい は健常乳児とほぼ同様であるが，その内容は異質である
ながら絵本，食べ物，テレビなど，自につくものをなん と報告している。
でも指差して，母親がその名前を答えるまで待つという 以下IL，健常乳児の研究結果を基礎としながら，本研
ζとが見られ始めた。初語は23か月で「パッパッパッ 究の結果とMcConkey& Martin14)の結果とを!照合
(父親)J i7ンマン(母親)Jであった。観察期間中 し，ダウン症乳児の象徴遊びの発達について考察してい
には語棄の増加は見られなかった。 とう。
考 察
1.象徴的遊びの発達
(a) 健常乳児の象徴的遊びの発達
乳児期から幼児期にかけて子どもの象徴遊びがどのよ
うに発達するのかについては，健常児の発達研究から一
定の発達経過が示されている。先述した Rosenblatt13) 
の研究によれば， i感覚一運動的遊びjのうちとく Ir単
一のオモチャを用いた遊び、は， 9か月頃には95%以上出
現し，他のレベノレが10%前後を示しているのに比べて圧
倒的な多さを示している。しかし，加齢と共lζ次第にそ
の値は下降し， 1 歳半には20%まで減少して横ばいとな
る。 一方， i描写的遊びJ(単一のオモチャを用いる)
はこれとは逆に l歳前半から次第に増加傾向を示し， 1 
歳半で60%と頂点を示す。また， i結合的描写遊びJ
( 2個のオモチャを用いる)も l歳半過ぎから漸増し
ていくことが示されている。また，小椋 1)の研究に
よれば， 8 -10か月の時点でオモチャの 「関係づけ操作」
が見られはじめ 1歳までに「機能的関係づけJや「事
物への身振りでの命名行為Jが出現している。 また，象
徴遊びのうち「代置J(みたて遊び)は14-18か月に出
現している。また，遊びを誰iC向けて行っているかとい
う点については， i自己へのふりJは12-13か月， i大
人へのふりJは12-18か月.i人形へのふり」は13-16
か月に出現している。乙れらの研究結果をまとめると，
健常児では 1歳頃までにモ/の機能を理解し，その表象
を獲得して身娠りによる象徴的表現を行い出すとと， 1 
歳前半は事物の現実的な用途に治って描写的IL操作し，
( 8 ) 
まず，健常乳児の研究結果と比較した場合，本研究の
結果では，感覚一運動的レベルの遊びが一定の出現率を
保持するという違いがみられた。 乙れは McConkeyら
の研突姑巣と一致するものであった。彼らの在擦によれば，
口にいれたり探索する行動は13-17か月で，落とす行動
は17か月で頂点となり以後減少していく のに対して，投げ
る行動は13-26か月まで増加傾向を示し， また，振ったり
日問、たりする行動は乙の期間を通して一定の出現率が保持
された。これらの乙とから，ダウン症乳児では，感覚一
運動的遊びのうちある種の行動がl歳後半から2歳にか
けてもなお持続して出現する，という特徴を指摘しうる。
次に描写的レベjレの遊びは観察を開始した時期にはす
でに3名全員iL出現していた。とくに，空想、を伴った描
写が可能となっていることから，対象児が事物の現実性
を部分的に必要としながらも(実物そっくりのミニチュ
アの使用)，眼前には存在しない物を場面に想定しなが
ら遊ぶ乙との可能な段階にあるといえる。 McConkey
らの研究κよれば，筋写遊びの開始は15-25か月の広範
囲にわたり，平均20か月となっている。彼らは健常乳児
の発達と比較した上で，ダウン症乳児の描写的遊びの発
達の特徴を，その開始の遅れと出現率の低さとしている。
ζのうち描写的レベルの開始時期については本研究の結
果から分析する乙とはできないが，出現率の低さに関し
てはMcConkeyらの分析が人形lζ向けられた行動に限
定されており，描写的遊びのうち一部の行動の出現率だ
けを測定しているためと考えることができる。したがっ
て，筆者はむしろ， 本研究の対象児3名がl歳後期にす
でに，一部は実物のミニチュアを用いながらも空想を伴っ
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た錨写的遊びの段階まで到達している点を重視したいと ζの問題については小掠 I)の縦断的研究が最も明
考えている。 uiな結論を出している。乙乙でその結果を見てお ζう。
しかし， 一方では観察期聞を通じて統合化(幾つかの 彼女は健常乳児4名を対象として設定玩具による自由遊
行動を時系列的iζ組み合わせて場面を錨写するζと)の ぴ易面を観察した。その結果，事物操作と言語発注との
発達がみられなかった。統合化あるいは系列化IL関する 聞に以下のような関係を見出した。それらは.mr2つ
健常乳幼児の研究iζよれば子どもの遊びは加齢ととも の事物聞の対関係の認識と初語の出現が対応」している
に統合化が進むとされる。それに対して，本研究の結果 とと.12) r本格的な事物への身振りでの命名行為が叙述，
では，潮発的な倍写的遊びが持続しており，乙のことが 命名の指示語の出現時期lζ出現」している ζと.13) r代
ダウン症乳児の象徴遊びの発達の一つの特徴といえるで 也での象徴遊びと言語生産が関係が深し、」 ζと，である。
あろう。 乙ζで. 2つの事物の対関係の認識とは，例えば，
象徴遊びは観察期間中ほとんど出現しなかった。 E児 「コップの中にスプーンをいれる」や「鉄琴をパチでた
( 22か月時)とK児 (28か月時)にそれぞれl回ずっそ たく」などの機能的関係づけをさしている。乙の時期
れと解釈しうる行動が見られたが，それ以外ではまった (9 -11か月)IL 4名の対象児はそれぞれr.ンマ」
く観察されなかった。ただし，本論文ては分析結果を示 「アンアン(犬)J rナー(猫)Jなどの初語を発して
していないが，母鋭の指示や演示による誘導のある湯合 いる。次IL.事物への身振りでの命名行為とは，例えば，
Kは，積木をケーキK見立てて母親や人形に食べさせよ 「ラ yパをふく Jrブラシで髪をとかすJrコップをス
うとする行動か3名全員に見られた。 ζれらの結果は， プーンでつつく」などの行動をさしている。乙の時期
MaConkeyらの研究結果と一致している。彼らの設定 ( 11-12か月)に対象児は「パーパ，チャーチャン，ワ
観察局面のうち，乳児の一人遊びの湯合lζは象徴的遊び ンワン」ゃ「トッテ(要求)Jなどの借示語が出現して
はほとんど出現しておらず (5%以下).母親と乳児の いる。また，代Eは「小ツミキを“7 ン..."といって口
二人での遊びの場合ICは健常乳児の出現率，出現開始時 にもっていく Jや「“もしもし"というと手を耳にも つ
期とほぼ同織であったと報告されている。とれらの乙と ていくJr対象物をそれとは異なる物として見立てるJ
から. 2歳前半までのダウン症乳児には自発的な象徴遊 という行動をさしている。との時期(13-18か月)には
びが出現しない乙と，しかし，養育者の指示や演示によ 指示代名詞が出現し，同時に，語集の急地'が指摘されて
る行動はこの時期にも可能な乙とが示されたといえる。 いる。
本研究で明らかとなったダウン症乳児の象徴遊びの Ib) ダウン症乳幼児の象徴遊びと言語発達の関述
発達をまとめると.(1)感覚運動的遊びが l歳後半から 本側究の対象児の場合Kはζれらはどのような関述を
2歳代にも持続して出現する.(2) 1議後半から錨写的遊 持ちながら発達しているだろうか。小綜けにならい，
ぴはすでに出現しており，とくに空想を伴った遊びのレ 象徴遊びの出現と言語発達の関連を図 1ζ示した。
ベルまで達している，しかし.(3}従i写的遊びの統合化の E児. K児.Y児3名の指差しの出現はそれぞれ14か
発達がみられない，また.(4)自発的な象徴的遊びは出現 月.18か月.21か月であった。また，初語はそれぞれ15
しない，という乙とになろう。健常乳児との相違点は， か月.24か月.23か月であり. 3名中E児が相対的に言
1)については健常乳児でl歳半頃までに激減するのに対 話発述の良好な乙とがわかる。初語の出現時期を小綜の
してダウン症乳児では一定の出現率を保持する乙と.(2) 観察 (9-11か月)と比べると，本研究の対象児は平均
(3)については健常乳児がl歳前半から l歳半ばにかけて して7か月 (4-12か月の範囲を持つ)の遅れを示して
地加するのに対してダウン症乳児では出現時期および発 いる。さらに，図lより. 3名のその後の語録のめ加は
述が遅れるとと.14)については健常乳児でl歳半ば頃か まったく無し、か (y児).数語 (E児.K児)にとどま
ら出現するのに対してダウン症乳児では2歳半でも出現 る乙とが示された。
しない，という乙とである。 ζのように，ダウン症乳児 乙乙で象徴遊びのレベルと言語発達の関連を見てみよ
では筋写的レベノレの長期化がその特徴としてあけ'られる う。まず，小糠1)の指摘する初語と対関係の認識に関
が，その内容は健常乳児の発達とは異なる ζとが推定さ しては.本研究の遊びの観察開始の時期が遅かったため，
れる。 同時期のものであるか否かを結果から直接に導く ζとは
2.象徴的遊びと言語発達の関連について
(a) 健常乳幼児の象徴的遊びと言語発達の関連
(9 ) 
できなし、。ただし，本研究の結果から， 言語発速の比較
的良好なE児は初語発現が15か月と早いが.K児. y児
は観察開始時期lζ初語が見られた。乙の時期は乙れら 2
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単純、無関係
<E児> 容れもの命名
単一シェ7
自己へのふり
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 
(月齢)
指さし 初語 「オチタ」 「ブープー(茶)J iアーチャンj
「アー アー Ji7ンマJ [パン」
機能的関係づけ
<K児> 容れもの命名 身ぶり 身ぶり
自己へのふり fイタダキマスJiゴチソウサマJ
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 
(月齢)
i7ンマ」 「ハッパ(築)J iテッテ(手)J 
(ごはん) 「オンモ(外出)J 
<Y児>
機能的関係づけ
容れもの
命名 自己へのふり
14 15 16 17 18 J 9 20 21 22 23 24 25 26 27 28 
(月齢〉
f旨さし
「アッアッ」
「パァパッパ(父)J 
「マンマン(母)J 
図1 象徴遊びと初期言語発達の関連
名の象徴遊びが描写的レベノレにすでに達した時期であり，
小椋1)の示すような初語と遊びレベノレの対応は見られなかっ
た。乙のととは，初語発現の時期からすでに，ダウン症
乳児の場合には言語発達と象徴遊びの発達にズレの生じ
る乙とを示唆するものと考えられる。 ζの問題について
は，今後さらに低年齢での観察の必要性を指摘しておき
fこし、。
次l<:，小椋1)が指摘する指示語と身娠りでの命名の
関連を見てみよう。本研究の対象児では，身振りでの命
名は観察開始時(1歳代終り頃)からすでに描写的遊び
を通して観察されている。それは，結果に示した通り，
事物を用いた描写的レベノレにとどまらず， 部分的には事
物のミ ニチュアを用いながら，それに何らかの空想、の事
物を自発的lζ付加した描写的遊びとなって現れた。 例え
ば， E児はミカンのミ ニチュアを手lとすると，実際のミ
カンの皮をむく ときのような格好でその皮をむいてから
食べるふりをした (24か月 )0K児はY児と コッフ。を持っ
て向かし、合い，iアーアー」と言って乾杯の真似をし，
そのまま一気1<:飲むふりをした (25か月)。また， y児
は一つのコッフ。から他のコップへと何かを移しかえるよ
うな仕種をしながら「ジャーjと擬音語を発した (28か
月)。 乙れらはイメ ージに支えられながら成り立ってい
(10) 
るという点で，小椋の用いた「身振りによる事物の命名」
の段階よりも発達的に上位の段階1ζ位置すると考えられ
る。
乙れら象徴遊びの発達に対して，語震の発達からその
言語発達を見ると. E児で5語.K児で4語. y児で2
語であった。小椋の観察によれば，健常乳児において異
なり語が10語IC到達するまでの期間は 5-7か月である。
本研究の対象児では8か月間の観察期間中に異なり語の
増加は. 3名それぞれに4語. 3語. 0語であり ，健常
乳児lζ比べて少ないこと明らかである。対象児たちは，
観察初期にはすでに描写的レベルの高水準 (空想を伴っ
た描写的遊び)の段階に達しているのに対して，語集の
発達が遅し、。したがって，夕、ウン症乳児の場合には，象
徴遊びが2歳以前に身振りの命名段階まで到達していて
も，指示語の発達は健常児の場合』ζ比べると速度が遅い
といえる。
乙のように，本研究の対象児では， 一方で象徴遊びが
発達していくにもかかわらず， 言語がそれと平行して発
達しておらず，健常児の発達と比較すると.身綴りによ
る命名はできても，指示語はそれと対応した発達を示さ
ない，という発達的なズレのある乙とが明らかとなった。
乙の乙とは，ダウン症乳児の場合には，場面と結びつい
松島;ダウン症乳幼児の象徴遊びと初期言語発達
た象徴遊びのレベル，そして，自己身体の支えを必要と
した象徴遊びのレベルlζ長くとどまり，その時期iζ健常
乳児に観祭される言語発達のレベソレには到達しない，と
言い換える乙とができょう。したがって，本研究の結果
から，ダウン症乳児の言語発達が単Ir:健常乳児の言語発
達lζ時間的なズレ(遅滞)を示すのではなく，健常乳児
の発達とは異なる特有の発達をしていくと仮定しうる。
ζれをWernerら9)の理論で解釈すれば，ダウン症
乳児が表示的身振りから自然シンボノレへの移行はスムー
ズiζ行えるのに対して，その次の段階「シンボノレ体の脱
自然化Jへの移行が困難であるということができる。
ζのような結果は冒頭に述べたダウン症乳幼児に関す
る研究結果「ダウン症児では認知発達にくらべて言語発
達が遅滞する」と一致している。乙れらの観察結果を今
後さらに検証するため，本研究から導き出された問題を，
最後に指摘しておきたい。
その一つは，本研究で明らかにできなかったダウン症
乳児の「初語以前の時期J，r指示代名詞および代置(見
立て遊び)が出現する時期」の両方を含んだ長期間の縦
断的研究を行い，象徴遊びと言語発達の関連について小
椋 1)の研究と比較検討する ζとである。本研究で扱っ
た期間はζのうちの中聞に属するものであったが，その
前後を含む期閣を観察するならは¥一人の子どもの長期
的な発達過程を十分に分析する ζとが可能となるであろ
う。乙れらに関するタウン症児の乳児期から幼児期にか
けての長期的な観察が現在のと ζろなされておらず，そ
の言語発達を研究する上で不可欠な課題と考えられる。
次lζ，考察でもす乙し触れたが，ダウン症乳児の場合
に親なとの指示や演示がその象徴的遊びのレベノレを上位
の段階に促進させる効果を持つという ζとが明らかとなっ
た。乙の点に関する研究は嶋田 15)16)が行っており，養
育者の役割の重要性を指摘している。問機の指摘を長
崎 4)も行い，筆者も環境の果たす役割をさらに解明
する必要があると考えている。本研究での母親の指示，
演示の効果iζ関する分析の詳細'i{ilf，WiIζ譲るが， McConkey 
14) もデータで示 している通り，母親の演示の効果は
ダヴン症児の場合に到達が困難とされる象徴的レベルへ
の移行を促進する働きを持つ。大人の働きかけが主義iζ子
どもの認知発達の促進にのみ働くのか，あるいは言語発
達にも何らかの役割を果たすのかについて，さらに明ら
かにする必要がある。
1守本研究の実施にあたり，西川千晶さんと小積律子さん
のζ協力を得ました。記して深謝いたします。
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Summary 
The purpose of this study was to investigate re1ationship between developmental level of symbolization and 
early language development in infants with Down's Syndrome. Subjects were three Down's Syndrome infants who 
participated our ear1y special intervention. 
The level of symbolization was estimated by lavoratory observation of mother-infants free play sesion. The early 
language development were recorded by their mothers in daily life. 
These data were analyzed along with Ogura's previous study of normal infants. Results showed severa1 different 
points between normal and Down's Syndrome infants. The main results which showed the deve10pmenta1 character-
istics of Down's Syndrome infants' wer巴asfollows: 
1)百leinfants' play developed not to the symbolic level but to the representationallevel in the end of second yωr. 
2) Language development showed severe retardation compare to the level that was expected from the developm巴nt
of play level 
These results， which corresponded to other studies， suggested that there was time lag between cognitive and lan-
guage development in Down's Syndrome infants. 
(12) 
